
高燃焼度燃料の改良点

最高燃焼度　４８，０００ＭＷｄ／ｔ　　　　　　　　５５，０００ＭＷｄ／ｔ

高浜発電所１、２号機における高燃焼度（55,000MWd/t）燃料の導入

　
　 使用済燃料の発生量を低減し、原子燃料サイクルへの負担を軽減するために、
高燃焼度燃料を導入する。
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【高燃焼度燃料導入実績】

＜大飯発電所＞
　１～４号機導入済
＜美浜発電所＞
　３号機第２３回定期検査にて
　導入予定


